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　10 月 23 日、高原町総合運動公園をメイン会場に、昼・夜の部に分け、これまでの「神武の里たかはる秋

まつり」と「日本発祥地まつり」を一つの祭りとした、「天孫降臨の地」「神武天皇御生誕の地」として、これ

からの高原町を大いに盛り上げる「日本発祥地まつり」が盛大・盛況に新たなスタートを切りました。

　今回は、コロナ禍で延期となった夏の一大イベント「まつり高原 2022」も合同開催となり、町内外より

約 22,000 人の人で賑わいました。

　当日は、弓道大会や文化芸術展示、神輿レースなども開催。高原中学校は登校日となり、生徒はまつり

サポーターとしても大活躍でした。

　催事エリアでは、コロナ応援消費物産販売やステージショー、さらには、御神幸行列に稚児行

列、新たに宮﨑神宮「獅子舞」等との連携による火まつりなど荘厳に開催されました。　　

　まつりのフィナーレは、商工会青年部の恒例の夜空を彩る 3,000 発の連続花火が、新しいまつ

りの「はじまり」に華を添え、多くの観客を魅了しました。

まつり高原 2022
実行委員長

原田　一寛 さん
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広原広原小学校へ寄附金を贈呈
　

　10 月 15 日に広原小学校平成５年度（第 99 回）卒業生を代

表して、赤垣聡さん、今西貴士さん、原田ひとみさん、八重尾

ひとみさんの４名が、厄払い記念として、広原小学校へ寄附

金を贈呈されました。

　広原小学校の川見校長は、「大変ありがたい。令和８年度

に小中学校の統合が予定されているため、広原小学校内で

地域の方も喜んでいただけるように活用させていただきま

す」と謝辞を述べられました。

「なな「ななつ星 in 九州」が吉都線内を運行

　10 月 20 日、豪華寝台列車クルーズトレイン「ななつ星 in

九州」が吉都線内を初めて運行しました。駅周辺には町民の

皆さんや小林高校生など大勢の人が集まり「ななつ星 in 九

州」を歓迎しました。

　今後も 12 月まで毎週木曜日（ただし、12 月第１・２週を

除く。）に運行する予定です。車両を見かけた際は、旗や手を

振ってお見送りしましょう。

競争競争じゃなく挑戦！
　　　　順位じゃなく達成感！
　

　10月９日、第20回霧島登山マラソンが皇子原公園をスター

ト地点として開催されました。新型コロナウイルス感染症の

影響により３年ぶりの開催でありましたが、県内外から 342

人のランナーが挑戦されました。コースは、高千穂峰頂上ま

での登山道９ｋｍと厳しく、さらに頂上付近は霧雨と強風で

あいにくの天候でしたが、ゴールされた選手の皆さんは、そ

れを感じさせないほどの笑顔で、達成感に満ち溢れていまし

た。今回は、新型コロナウイルス感染症対策の観点から交流

会は中止となりましたが、西諸牛の弁当が参加者に手渡さ

れ、選手の皆さんは笑顔で会場を後にしました。

各部の優勝者（敬称略）

男子の部　　優勝　大戸 強平（大分県）　　　1時間 12 分 49 秒

　　　　　　２位　仁田脇 健（宮崎県）　　　1時間 13 分 08 秒

　　　　　　３位　松園 書幸（福岡県）　　　1時間 13 分 09 秒

女子の部　　優勝　仁田脇 裕香里（宮崎県）　1時間 26 分 19 秒

　　　　　　２位　中野 しのぶ（福岡県）　　1時間 30 分 31 秒

　　　　　　３位　野村 叶枝（福岡県）　　　1時間 33 分 48 秒

高校生の部　優勝　川野 泰雅（宮崎県）　　　1時間 41 分 42 秒

まちのわだい

ロコロコモ予防普及講座を開催

　10月６日、ほほえみ館で、ロコモ予防普及講座が開催さ

れました。宮崎大学医学部附属病院整形外科の舩元太郎先

生を講師に迎え、ロコモティブシンドローム（運動器症候

群）の予防運動や食生活についての講演に、参加者は熱心

に聞き入っていました。また、同大学が開発した、運動機

能改善に効果的とされるロコボットを体験しました。

　参加者は「運動の大切さを実感できるよい機会となった」

「地域で周囲の人に教えたい」と話されていました。

小林小林秀峰高校農業クラブが全共で健闘
　

　10月６日から10日にかけて、第12回全国和牛能力共進会（鹿

児島大会）が開催され、宮崎県の代表として小林秀峰高校農

業クラブの皆さんが、特別区－農業高校・農業大学校の部に

出場されました。

　全国から集まった優れた和牛の中で、これまでの努力の成

果が実り、見事優等賞２席（特別区全国２位）を獲得されま

した。宮崎県代表牛の先陣を切って審査に挑み、宮崎牛の４

連覇に勢いをつけてくれました。

高原高原町教育委員に就任

　10月３日、福丸幸治さん（南狭野区　再任）が高原町教

育委員に就任されました。

　福丸さんは、平成26年から教育委員としてその職責を果

たされており、引き続き、本町の教育行政発展のためにご

尽力いただきます。

　任期は、令和８年10月２日までの４年間になります。

企業企業向け法人研修モニタープランを活用
　

　９月15日から17日にかけて、地域商社ツナガルたかはるの

企業向け法人研修モニタープランが町内で開催されました。

　このモニタープランは、企業版ふるさと納税を原資とし

た企業版関係人口づくりの事業であり、企業研修の第１号

としてティーコム株式会社（東京都）が来町され、御池キャ

ンプ村等でワーケーションや企業研修が行われました。今

回の事業によって、町外企業との新たなつながりが生まれ

る貴重な機会となりました。
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高原町ふるさと納税
　令和３年度の寄附額

　令和３年度の高原町ふるさと納税の寄附額は、次のとおりでした。

8,117件　243,670,000円

　ふるさと納税は、応援したいと思う自治体への寄附額に応じて、個人住民税・所得税の控除が受けられ

る仕組みです。本町では、寄附をいただいた方々に、寄附額に応じて特産品を返礼品として贈呈しています。

　令和３年度における使用目途別の寄附状況は下記のとおりです。

　　　　まちづくり、人づくり、ものづくり支援　4,232 件　127,563,000 円

　　　　子育て支援　2,145 件　63,650,000 円

　　　　産業振興支援　507 件　16,305,000 円

　　　　福祉、健康づくり支援　542 件　14,955,000 円

　　　　歴史、文化、芸術、国際交流活動支援　263 件　8,621,000 円

　　　　スポーツ振興支援　105 件　3,871,000 円

　　　　移住、定住支援　136 件　3,606,000 円

　　　　その他　187 件　5,099,000 円

　頂いた寄附金は必要経費を差引いて、ふるさと振興基金に積み立てたのち、寄附者に選択していただい

たそれぞれの使い道に即した事業に有効に活用させていただきます。また、本年度のふるさと納税におい

ても、特産品取扱事業者と一体となって、新しい返礼品の開発等に取り組んでいます。

寄附件数総計

8,117 件

寄附金額総計

243,670 千円

※グラフは寄附金額での

　割合を示しています。
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　令和３年度における使用目途別の寄附状況は下記のとおりです。

　　　　まちづくり、人づくり、ものづくり支援　4,232 件　127,563,000 円

　　　　子育て支援　2,145 件　63,650,000 円

　　　　産業振興支援　507 件　16,305,000 円

　　　　福祉、健康づくり支援　542 件　14,955,000 円

　　　　歴史、文化、芸術、国際交流活動支援　263 件　8,621,000 円

　　　　スポーツ振興支援　105 件　3,871,000 円

　　　　移住、定住支援　136 件　3,606,000 円

　　　　その他　187 件　5,099,000 円

お問い合わせ先

産業創生課産業観光係　℡ 42-２１２８

まちのわだい

令和令和４年度高原子ども未来議会開催
　

　10 月 11 日、「子どもたち自身にふるさと高原のよさに気

付かせ、自信をもって『よりよい町づくり』のために自分たち

ができることを考え、行動する」ことを目的に、令和４年度高

原子ども未来議会が開催されました。

　町内小中学校から選出された 16 名の子ども議員が、町に

対して日頃から感じていることや新しい目線での提言など

を行いました。

　約２か月間、16 名の子どもたちは、各学校で一生懸命に高

原町のことを考えながら自分たちの考えをまとめてきまし

た。提言や質問には、令和８年度の学校の統合予定を見据え

て校舎を活用したキッズパークや宿泊施設などの設置、町の

人口増加をねらって町の魅力を発信する仕事の創設、地域の

特産物などが販売できる商業施設の建設などの内容があり

ました。

　子ども未来議会は、未来の高原町を担う子どもたちが社会

参画を促すうえで貴重な経験になりました。子どもは地域の

宝。高原町の未来を支える子どもたちの声が届けられたよい

機会となりました。

【子ども議員】

　高原小学校　　　（恒吉慶仁さん、勝目大翔さん、増田梨彩さん、宮本莉唯那さん）

　広原小学校　　　（下村陽愛花さん、永恵俐奈さん）

　狭野小学校　　　（岩元優馬さん【副議長】、古賀結乃さん）

　後川内小学校　　（永井花歩さん、星山なつみさん）

　高原中学校　　　（篠原壱緒さん、岩元寛大さん、下村敏暉さん、勝目美優さん）

　後川内中学校　　（西村優輝さん【議長】、温水歩花さん）
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高原町ふるさと納税
　令和３年度の寄附額

　令和３年度の高原町ふるさと納税の寄附額は、次のとおりでした。

8,117件　243,670,000円
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　　　　歴史、文化、芸術、国際交流活動支援　263 件　8,621,000 円

　　　　スポーツ振興支援　105 件　3,871,000 円

　　　　移住、定住支援　136 件　3,606,000 円

　　　　その他　187 件　5,099,000 円

　頂いた寄附金は必要経費を差引いて、ふるさと振興基金に積み立てたのち、寄附者に選択していただい

たそれぞれの使い道に即した事業に有効に活用させていただきます。また、本年度のふるさと納税におい

ても、特産品取扱事業者と一体となって、新しい返礼品の開発等に取り組んでいます。

寄附件数総計
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寄附金額総計

243,670 千円

※グラフは寄附金額での

　割合を示しています。
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　　　　まちづくり、人づくり、ものづくり支援　4,232 件　127,563,000 円

　　　　子育て支援　2,145 件　63,650,000 円

　　　　産業振興支援　507 件　16,305,000 円

　　　　福祉、健康づくり支援　542 件　14,955,000 円

　　　　歴史、文化、芸術、国際交流活動支援　263 件　8,621,000 円
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　　　　移住、定住支援　136 件　3,606,000 円

　　　　その他　187 件　5,099,000 円

お問い合わせ先

産業創生課産業観光係　℡ 42-２１２８
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【会社概要】

本 社 工 場 　高原町大字蒲牟田１０９７－１

めっき工場 　高原町大字広原 4888－35

設 立 年 月 　昭和 51 年 10 月５日

従 業 員 数 　40 名

事 業 内 容 　金属製品製造業 （線ばね 他）

　高原町には、高い技術、良質な製品・商品の製造、サービスの提供、先進的な取組

みを行っている企業が数多くあります。「企業図鑑」では、企業の取組みやサービス 、

現場での声をご紹介します。高原町で働く未来を考える上での参考にしてください。

株式会社　芝田スプリング製作所Vol.6

高
度
な
技
術
の
部
品
製
造
で

 
 
 

広
く
社
会
に
貢
献
し
た
い

　
弊
社
は
、
高
原
町
出
身
で
創
業
者
の

現
社
長
　
芝
田
佳
和
が
１
９
７
６
年
に

東
京
都
大
田
区
に
て
設
立
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
関
係
各
位
様
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
１
９
８
７
年
に
宮
崎
県
と
高

原
町
の
誘
致
企
業
と
し
て
町
内
に
宮
崎

工
場
を
設
立
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
の
雇
用
に
貢
献
し
た
い
と
の
思
い

か
ら
地
元
に
帰
っ
て
き
た
形
に
な
り
ま

す
。さ
ら
に
、
２
０
０
８
年
に
は
町
内
の

フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
工
業
団
地
に
、
め
っ
き

工
場
を
新
設
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
部
品
の
加
工
と
め
っ
き
が

自
社
内
一
貫
で
完
結
す
る
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
で
き
、
品
質
面
や
コ
ス
ト

面
で
の
競
争
力
を
得
て
、
お
客
様
か
ら

も
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　
製
造
す
る
部
品
と
し
て
は
、
創
業
当

初
よ
り
手
が
け
る
線
ば
ね
品
｟
ス
プ
リ

ン
グ
｠
に
加
え
、
線
材
曲
げ
加
工
品
｟
３

次
元
曲
げ
｠、
プ
レ
ス
加
工
品
、
切
削
加

工
品
等
と
多
岐
に
わ
た
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。部
品
の
用
途
と
し
て
は 

自
動

車
／
二
輪
車｟
ト
ヨ
タ
、
ダ
イ
ハ
ツ
、
ホ

ン
ダ
、
日
産
｠、
農
業
資
材｟
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
用
な
ど
｠、
家
電
、
弱
電
、
事
務
OA
機

器
な
ど
、
多
様
な
約
80
社
の
お
客
様
へ

部
品
供
給
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。よ
く
「
芝
田
さ
ん
は
自
動
車
部
品

を
作
る
会
社
で
す
よ
ね
」
と
い
っ
た
声

を
か
け
て
い
た
だ
く
事
が
ご
ざ
い
ま
す

が
、
わ
た
し
ど
も
と
し
て
は『
自
社
で
作

れ
る
部
品
を
使
っ
て
い
た
だ
け
る
会
社

様
は
、
ど
こ
で
も
お
客
様
で
あ
る
』と
の

意
識
で
事
業
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
近
年
で
は
前
記
以
外
の
業
種
様

へ
も
積
極
的
に
営
業
活
動
を
展
開
し
、

新
し
い
仕
事
も
取
り
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　
社
内
体
制
と
し
て
は
、
ま
ず
NC
設
備

｟
自
動
加
工
機
｠
を
使
い
こ
な
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
製
品
を
生
み
出
す
「
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
」を
軸
に
、
熱
処
理
・
め
っ
き
な
ど

の「
二
次
加
工
員
」、「
検
査
員
」、「
梱
包

出
荷
員
」
な
ど
各
自
が
責
任
を
持
っ
て

仕
事
に
取
り
組
み
、
全
社
員
一
丸
と

な
っ
て
事
業
活
動
を
支
え
て
お
り
ま
す
。

 

こ
れ
か
ら
も
『
高
度
な
技
術
の
部
品
製

造
で
広
く
社
会
に
貢
献
し
た
い
』
の
気

持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
事
業
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

専務取締役　芝田 和幸 さん専務取締役　芝田 和幸 さん

めっき工場めっき工場

本社工場本社工場

　入社して４年目になります。NC（コンピューター）制御のばね加工機のオペレーターと

して仕事をしています。ものづくりに興味があり入社しましたが 加工機の操作は未経験で

したので先輩に一から教えていただきました。最初に材料載せ、次に部品の取付け・取外し、

さらにプログラミングと順番に習得しました。今では部

品の図面を一見すればどのようなプログラムを組めばよ

いかが判断できるまでになりました。この仕事は難易度

も高いですが、自分の作ったプログラム通りに加工機が

動き、やっと部品が出来上がった時には最高の達成感を

得られるところが楽しいと感じています。これからも技

術を磨き どんな部品でも作れるように成長したいと考

えています。

神田橋　亮太 さん

　ほとんどの加工設備は NC（コンピュー

ター）制御となっており、一度プログラム

を組めば 24 時間休むことなく自動で部品

を作り出します。ひとつの加工機で多くの

種類の部品を作るため生じる「段取り替え」

がオペレーターの仕事になります。

慣れた手つきで機械を操作する神田橋さん

　当コーナーに掲載を希望する企業を募集しています。高原町内に事業所を有する企業で、
今後、雇用の見込みがある事業所が対象となります。ぜひ、ご応募ください！
※詳細については、総合政策課地域政策係までご連絡ください。　　　☎　42-２１１５

・ものづくりに興味のある方

・新しい技術を身につけようと努力する方

・何でも前向きに取り組める方

・コミュニケーションを大事にする方

  ※特に 若い方々を大募集中です！

掲載企業

募集中‼

募集中の職種

　〇機械オペレーター（丁寧に指導します。）

　〇検査員、梱包出荷員

　左図は自動車部品の例になります。当社

の製造する部品は主にドア廻りとボンネッ

ト内部に使用される物が多く、どれも高精

度を要求される部品になります。

製品・事業紹介製品・事業紹介

こんな方を募集！こんな方を募集！
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いかが判断できるまでになりました。この仕事は難易度

も高いですが、自分の作ったプログラム通りに加工機が

動き、やっと部品が出来上がった時には最高の達成感を

得られるところが楽しいと感じています。これからも技

術を磨き どんな部品でも作れるように成長したいと考

えています。

神田橋　亮太 さん

　ほとんどの加工設備は NC（コンピュー

ター）制御となっており、一度プログラム

を組めば 24 時間休むことなく自動で部品

を作り出します。ひとつの加工機で多くの

種類の部品を作るため生じる「段取り替え」

がオペレーターの仕事になります。

慣れた手つきで機械を操作する神田橋さん

　当コーナーに掲載を希望する企業を募集しています。高原町内に事業所を有する企業で、
今後、雇用の見込みがある事業所が対象となります。ぜひ、ご応募ください！
※詳細については、総合政策課地域政策係までご連絡ください。　　　☎　42-２１１５

・ものづくりに興味のある方

・新しい技術を身につけようと努力する方

・何でも前向きに取り組める方

・コミュニケーションを大事にする方

  ※特に 若い方々を大募集中です！

掲載企業

募集中‼

募集中の職種

　〇機械オペレーター（丁寧に指導します。）

　〇検査員、梱包出荷員

　左図は自動車部品の例になります。当社

の製造する部品は主にドア廻りとボンネッ

ト内部に使用される物が多く、どれも高精

度を要求される部品になります。

製品・事業紹介製品・事業紹介

こんな方を募集！こんな方を募集！
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　高原町には、令和４年度中に 100 歳以上を迎えるご長寿の方が 15 名いらっしゃいます（令和

４年 10 月 25 日時点）。長きにわたり、高原町のためにご尽力いただいた方々です。

　豊富な人生経験をお持ちの皆さんがいつまでも末永く健康で、幸多い人生を送られることを

祈念いたします。

ご長寿ご長寿

長崎　キヨ　さん

令和４年度中に 100 歳を迎える方々をご紹介します

令和４年度中に 101 歳以上を迎える方々

祝祝

黒木　ミドリ　さん 今西　ヒサ子　さん西元　シヅ　さん

鎌田　スミ　さん 青屋　アヤ子　さん 増田　フヂ　さん

氏　　　名 年齢 行政区 氏　　　名 年齢 行政区

中嶋　ヨシ　さん 102 鹿児山区 永峯　忠伯　さん 101 下広原区

児玉　マサ子　さん 102 下麓区 丸山　サチ　さん 101 鹿児山区

織田　惠子　さん 101 花堂区 井上　政雄　さん 101 湯之元区

久德　ハルエ　さん 101 下後川内区 野田　チリ　さん 101 南狭野区

（下麓区）

（北狭野区） （上広原区） （下広原区）

（花堂区） （西広原区） （蒲牟田区）

ほほえみ館通信
　健康に関するわだいをお届けします　『自分の健康は自分で守りましょう』

高原町の母子保健事業紹介高原町の母子保健事業紹介

【お問い合わせ先】ほほえみ館健康づくり推進係（☎42－４８２０）

　住み慣れた場所で安心して子育てができるように、高原町では様々な母子保健に関する事業を行っています。今

回は、前回９月号に続き、１歳６か月児健康診査、３歳６か月児健康診査をご紹介します。

　１歳６か月児健康診査

　１歳６か月～１歳８か月までの幼児を対象として、保健師による面談、身体計測、内科医の診察、歯科健診、

歯科衛生士のブラッシング指導、管理栄養士による栄養相談を実施しています。対象の方には、個別通知でお

知らせしています。

１歳６か月は、歩行や「マンマ」などカタコトのおしゃべりができ、歯の本数が増え、歯みがきや健康的な食

事の習慣を身につけていく大切な時期です。様々な専門スタッフと話すことで、子どもの発育、子育てについ

て一緒に考えることができます。

《今後の予定》

●対　　　象　　１歳６か月～１歳８か月（個別通知します）

●受 付 時 間　　午後１時～１時 30 分

●場　　　所　　ほほえみ館　和室

●持参する物　　母子健康手帳、問診票

●実施日・対象児の生年月日

　　　令和４年12月20日（火） 　　令和３年３月13日～令和３年６月20日生

　　　令和５年３月14日（火） 　　令和３年６月21日～令和３年９月14日生

３歳６か月児健康診査

　３歳６か月～３歳８か月までの幼児を対象として、保健師による面談、身体計測、内科医の診察、歯科健診、

管理栄養士による栄養相談、公認心理師による心理相談を実施しています。対象の方には、個別通知でお知らせ

しています。

　３歳６か月は、子どもの健康状態や目と耳のはたらき、腎臓の機能などを知るために、ご家庭で視力・聴力検査、

尿検査の実施をお願いしています。

　また、言葉の相談、集団生活、生活習慣に関する相談などを行っており、必要時には、医療機関への紹介をし

ています。

《今後の予定》

●対　　　象　　３歳６か月～３歳８か月（個別通知します）

●受 付 時 間　　午後１時～１時 30 分

●場　　　所　　ほほえみ館　和室

●持参する物　　母子健康手帳、問診票

●実施日・対象児の生年月日

　　　令和５年１月17日（火） 　　平成31年４月19日～令和元年７月17日生

広報たかはる 10
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　３歳６か月は、子どもの健康状態や目と耳のはたらき、腎臓の機能などを知るために、ご家庭で視力・聴力検査、

尿検査の実施をお願いしています。

　また、言葉の相談、集団生活、生活習慣に関する相談などを行っており、必要時には、医療機関への紹介をし

ています。

《今後の予定》

●対　　　象　　３歳６か月～３歳８か月（個別通知します）
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●実施日・対象児の生年月日
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11  R4.11.1　No.739



最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

　

９
月
18
日
宮
崎
県
に
襲
来
し
た

台
風
14
号
に
よ
り
県
内
全
域
で
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
県

の
ま
と
め
で
は
、
土
木
や
農
業
、

森
林
関
係
、
水
産
関
係
な
ど
の
被

害
は
合
わ
せ
て
３
，
７
７
６
箇
所

(

９
月
30
日
現
在)

で
被
害
額
は
、

３
９
０
億
８
，５
０
０
万
円
に
上
り
、

平
成
17
年
の
台
風
14
号
に
次
ぐ
被

害
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
電
気
・
水
道
な
ど
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
や
交
通
機
関
で
被
害

が
発
生
し
、
高
原
町
で
も
停
電
や

断
水
、
吉
都
線
の
運
休
な
ど
に
よ

り
大
き
な
影
響
が
出
ま
し
た
。

　

特
に
常
盤
台
水
源
地
の
山
林
崩

壊
で
は
、
本
町
の
75
％
の
世
帯
で

断
水
が
発
生
し
、
町
民
の
日
常
生

活
や
事
業
所
、
学
校
な
ど
給
水
区

域
全
体
で
水
が
利
用
で
き
な
い
事

態
と
な
り
ま
し
た
。
水
源
地
で
の

災
害
が
発
生
し
た
19
日
の
早
朝
に

職
員
が
土
砂
と
倒
木
に
埋
ま
っ
た

管
理
用
道
路
と
水
源
施
設
を
確
認

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町
内
の
業

者
が
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
た
写
真

で
現
場
の
状
況
を
確
認
し
、
復
旧

の
可
能
性
を
含
め
対
応
を
検
討
し

ま
し
た
。
私
自
身
は
、
被
害
状
況

が
余
り
に
も
甚
大
で
「
復
旧
は
不

可
能
で
は
な
い
か
」
と
い
う
よ
う

な
絶
望
的
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
が
、
打
ち
合
わ
せ
の
結
果
「
と

に
か
く
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
そ
の
日
の
午
後
か

ら
応
急
復
旧
工
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

作
業
は
、
管
理
用
道
路
を
作
り

な
が
ら
、
百
数
十
メ
ー
ト
ル
に
渡
っ

て
土
砂
と
倒
木
を
搬
出
し
、
道
路

が
確
保
で
き
た
後
に
仮
設
の
送
水

管
を
埋
設
し
、
ポ
ン
プ
で
送
水
す

る
方
法
で
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

土
砂
が
雨
水
を
含
ん
で
い
た
こ
と

も
あ
り
、
作
業
は
困
難
を
極
め
ま

し
た
が
、
26
日
午
前
０
時
に
送
水

を
開
始
し
、
28
日
午
前
６
時
に
全

域
で
断
水
を
解
消
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
二
次
災
害
の
危
険
も

あ
る
中
で
、
早
朝
か
ら
深
夜
に
及

ぶ
懸
命
な
作
業
を
続
け
て
も
ら
っ

た
地
元
業
者
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

断
水
の
間
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

多
大
な
ご
不
自
由
を
お
掛
け
し
ま

し
た
が
、
自
衛
隊
の
派
遣
を
始
め
、

宮
崎
県
内
・
鹿
児
島
県
内
の
自
治

体
、
企
業
か
ら
の
給
水
車
の
派
遣
、

給
水
用
資
材
の
提
供
や
災
害
協
定

に
基
づ
く
車
両
の
貸
渡
し
な
ど
の

支
援
を
受
け
な
が
ら
給
水
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
、
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
、
議
員
、
区

長
会
な
ど
の
皆
さ
ん
が
高
齢
者
宅

な
ど
へ
の
飲
料
水
の
配
布
を
行
っ

て
貰
い
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
現

金
や
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
付
、

学
校
給
食
へ
の
食
材
提
供
な
ど
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
町
民
同

士
が
助
け
合
う
こ
と
で
こ
の
窮
地

を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

仮
復
旧
工
事
が
完
了
し
、
今
後
、

本
格
復
旧
工
事
を
計
画
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
併
せ
て
高
原

町
内
全
域
の
配
水
計
画
も
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
度
の

断
水
を
経
験
し
て
、
水
の
大
切
さ

や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶
え
た
場

合
の
影
響
は
、
計
り
知
れ
な
い
も

の
が
あ
り
、
特
に
断
水
は
町
民
の

日
常
生
活
は
も
と
よ
り
、
給
水
区

域
全
体
の
社
会
経
済
活
動
に
及
ぶ

こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
経
験
を
活
か
し
、
町
民

の
皆
様
へ
安
全
な
水
を
安
定
的
に

供
給
す
る
と
い
う
重
要
な
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、

最
善
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
の
で

皆
様
の
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

子
に
送
る
故
郷
の
空
大
根
干
す

冬
浅
し
登
校
の
子
の
膝
小
僧

刈
る
混
ぜ
く
る
わ
ら
を
ロ
ー
ル
に
豊
の
秋

町
あ
げ
て
日
本
発
祥
秋
ま
つ
り

茶さ

じ

け

い

こ

事
稽
古
初
冬
の
午
後
や
足
し
び
れ

あ
き
ち
ょ
う
や
風
に
乗
り
た
ど
り
着
く

木も
く
せ
い犀
の
匂
袋
の
薄
か
り
き

稲
架
の
陰
闘
志
み
な
ぎ
る
子
か
ま
き
り

見
紛ま

が

う
や
恐
竜
の
手
か
枯
れ
八
手

今　

西　

由
美
子

坂　

元　

孝　

徳

佐
土
原　

武　

幸

横　

田　
　
　

修

内　

村　

登
志
美

入　

佐　

典　

子

岩　

﨑　

富
美
子

小　

村　

明　

子

中　

園　

直　

子

十
一
月
号 

　
　
　
高
原

断
水
を
経
験
し
て

　令和４年台風 14 号は、一時は中心気圧が 910hPa

となる猛烈な台風となりました。その勢いを保ちな

がら九州南部（鹿児島市付近）に上陸し、九州を縦断

するように北上していきました。

　台風 14 号は、その進路と速度から九州に長時間

滞在し、県内各地に大きな被害をもたらしました。

　本町の主な被害としては、水源地で発生した土砂

崩れにより約１週間の断水が発生したことに加え、

町内の各施設で建物の破損や雨漏り等が発生して

います。人的被害については、現時点（10 月 17 日時

点）で確認されていません（断水の原因となった水

源地の土砂崩れ等については、10 月号に掲載されて

おりますので併せてご覧ください。）。

　また、農業用施設や小屋などの建物では、各所で

被害が発生し、農業用作物にも被害が発生している

ものと思います。

　現在も町内各所で倒木が電線にかかっているな

ど通行に危険を感じる場所があるかと思いますが、

電線を巻き込む倒木については、九州電力の対応待

ちとなっていますので、不用意に近づいたりするこ

とのないよう注意してください。

　電線等にかからない倒木については、ほとんどを

把握できており順次対応してまいります。

　現在、断水については町内全域で解消していま

す。しかしながら、仮設管の設置にとどまっている

状況であり、流水量は災害発生前よりも少ない状態

となっています。そのため、ご不便をおかけいたし

ますが、引き続き節水のご協力をお願いいたしま

す。

　台風 14 号による断水被害に対して、官民、個人

様々な方々からご支援をいただきました。ご支援い

ただいた内容等につきましては、ホームページにて

随時更新しておりますのでご確認ください。

防災関連連載　　Vol.38

　「高原町メールサービス」では、防災関連情報をメール配信しています。    

　下記の URL に空メールを送るか、右記の QR コードを読み取る事で、登録することが

できます。町民の皆様の登録をお願いします。

　URL:t-takaharu@sg-p.jp( 空メールをお送りください。）

台風 14 号を振り返る

　　

「マイナンバーカード」の健康保険証と
しての利用が始まっています！

　マイナンバーカードの交付は、平成28年１月から

開始されています。

　マイナンバーカードは、本人確認のための身分証

明書のほか、自治体サービス、e-Tax等の電子証明書

を利用した電子申請書等の様々なサービスにも利

用できるICカードです。

　マイナンバーカードの利用方法として、スマート

フォン等でご自身のマイナンバーカード情報を「マ

イナポータル」で登録すると、医療機関等で健康保

険証として利用できます。

　また、「マイナポータル」では、ご自身の診療、薬剤

及び特定健診の情報閲覧もできます。将来的には、

ほとんどの医療機関等で健康保険証として利用す

ることが可能だと見込まれています。

　まだマイナンバーカードを取得していない方は、

ぜひ一度、高原町町民福祉課住民係（℡42-１０６７）

にご相談ください。

※マイナンバーカードを健康保険証として利用で

きる医療機関等は、マイナンバーカード専用の設

備がある場合に可能です。なお、高原病院は、令和

４年11月１日から健康保険証として、マイナポー

タルに登録されたマイナンバーカードの利用が

可能となる予定です。

  お問い合わせ先

  　町民福祉課　保険係　　　☎42-１０６７
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　令和４年台風 14 号は、一時は中心気圧が 910hPa

となる猛烈な台風となりました。その勢いを保ちな

がら九州南部（鹿児島市付近）に上陸し、九州を縦断

するように北上していきました。

　台風 14 号は、その進路と速度から九州に長時間

滞在し、県内各地に大きな被害をもたらしました。

　本町の主な被害としては、水源地で発生した土砂

崩れにより約１週間の断水が発生したことに加え、

町内の各施設で建物の破損や雨漏り等が発生して

います。人的被害については、現時点（10 月 17 日時

点）で確認されていません（断水の原因となった水

源地の土砂崩れ等については、10 月号に掲載されて

おりますので併せてご覧ください。）。

　また、農業用施設や小屋などの建物では、各所で

被害が発生し、農業用作物にも被害が発生している

ものと思います。

　現在も町内各所で倒木が電線にかかっているな

ど通行に危険を感じる場所があるかと思いますが、

電線を巻き込む倒木については、九州電力の対応待

ちとなっていますので、不用意に近づいたりするこ

とのないよう注意してください。

　電線等にかからない倒木については、ほとんどを

把握できており順次対応してまいります。

　現在、断水については町内全域で解消していま

す。しかしながら、仮設管の設置にとどまっている

状況であり、流水量は災害発生前よりも少ない状態

となっています。そのため、ご不便をおかけいたし

ますが、引き続き節水のご協力をお願いいたしま

す。

　台風 14 号による断水被害に対して、官民、個人

様々な方々からご支援をいただきました。ご支援い

ただいた内容等につきましては、ホームページにて

随時更新しておりますのでご確認ください。

防災関連連載　　Vol.38

　「高原町メールサービス」では、防災関連情報をメール配信しています。    

　下記の URL に空メールを送るか、右記の QR コードを読み取る事で、登録することが

できます。町民の皆様の登録をお願いします。

　URL:t-takaharu@sg-p.jp( 空メールをお送りください。）

台風 14 号を振り返る

　　

「マイナンバーカード」の健康保険証と
しての利用が始まっています！

　マイナンバーカードの交付は、平成28年１月から

開始されています。

　マイナンバーカードは、本人確認のための身分証

明書のほか、自治体サービス、e-Tax等の電子証明書

を利用した電子申請書等の様々なサービスにも利

用できるICカードです。

　マイナンバーカードの利用方法として、スマート

フォン等でご自身のマイナンバーカード情報を「マ

イナポータル」で登録すると、医療機関等で健康保

険証として利用できます。

　また、「マイナポータル」では、ご自身の診療、薬剤

及び特定健診の情報閲覧もできます。将来的には、

ほとんどの医療機関等で健康保険証として利用す

ることが可能だと見込まれています。

　まだマイナンバーカードを取得していない方は、

ぜひ一度、高原町町民福祉課住民係（℡42-１０６７）

にご相談ください。

※マイナンバーカードを健康保険証として利用で

きる医療機関等は、マイナンバーカード専用の設

備がある場合に可能です。なお、高原病院は、令和

４年11月１日から健康保険証として、マイナポー

タルに登録されたマイナンバーカードの利用が

可能となる予定です。

  お問い合わせ先

  　町民福祉課　保険係　　　☎42-１０６７
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い町民１人あたり

２８，２３７円

１世帯あたり

５７，０２４円

　町民の皆さまから納めていただいた税金をはじ

め、国や県からの補助金などがどのように使われた

のか、そのあらましなどを家計簿などに置き換えて

紹介します。

令和 3年度

決算報告
01 一般会計決算

02 特別会計・公営企業会計

03 町債の状況

04 基金の状況

05 財政健全化判断比率等

　令和３年度は、一般会計から特別会計・公営企業会計への繰出金の額は抑制されましたが、病院事業会計など厳

しい経営状況が続いております。更なる経営の健全化、効率化に努めます。

　令和３年度末の町債（町の借金）残高は６７億３，

７１１万７千円で、前年度と比べて１億６，８０１万

円減少しました。償還額は６億９，９４９万６千円です。

　これからも町債減少に向けて費用対効果を勘案し、

慎重に地方債の発行を行って参ります。

  「基金」とは法律や条例に基づいて設置される特定の

目的に活用できる町の貯金です。

　普通会計では 18 の基金があり、令和３年度末の残高

は３１億４，７２８万２千円です。

　企業立地奨励金等交付基金の増加などにより、前年

度比で７億５，０１３万円の増額となっています。

　市町村の財政破綻を防ぐため、財政状況をより明らかにする『健全化判断比率』と『資金不足比率』を算定してチェッ

ク及び公表しています。令和３年度決算から算出された値は、いずれも国の示す早期健全化基準を下回っています。

（単位　千円）（単位　千円）

（単位　千円）

（単位　千円）

【特別会計】 【公営企業会計】

【健全化判断比率】 【資金不足比率】（単位　％） （単位　％）

※下段の（　）は国が定める早期健全化基準です。 ※赤字額や資金不足がないときは「－」で表示しています。

1,306,926 91,880

合計 3,211,383 3,083,223 128,160

介護保険事業（サービス事業勘定） 8,783 8,426 357

後期高齢者医療 300,647 297,347 3,300

農業集落排水事業 33,812 30,362 3,450

住宅新築資金等貸付事業 679 679 0

介護保険事業（保険事業勘定） 1,398,806

会計名 歳入 歳出 差引

国民健康保険 1,468,656 1,439,483 29,173

支出 108,155 1,987 67,340

収益的収支
収入 206,512 － 1,008,518

－ 1,038,141

資本的収支
収入 26,745 1,987

支出 186,361

42,709

水道事業 工業用水道事業 病院事業

工業用水道事業 10,726

病院事業 789,047

合計 6,737,117

会計名 現在高

一般 5,162,608

農業集落排水事業 39,125

水道事業 735,611
定

額

運

用

基

金

土地開発基金 351,000
公共用の土地を取得するための積立

金

その他定額運用基金 351,458
育英資金や肥育素牛の購入資金など

の貸付金に活用するための積立金

基金名 現在高 説明

特

定

目

的

基

金

財政調整基金 1,215,763
年度によって生じる財源の不均衡を

調整するための積立金

減債基金 38,604 町債償還の財源とするための積立金

その他特定目的基金 1,190,457
公共施設の整備や企業立地の促進な

どに活用するための積立金

将来負担比率
－ 特別会計、一部事務組合なども含

めた一般会計の将来負担の割合（350.0）

実質赤字比率
－

一般会計などの赤字の割合
（15.0）

連結実質赤字比率
－

特別会計を含めた赤字の割合
（20.0）

実質公債費比率
7.4 標準的な収入に対する借入金の返

済割合（25.0）

指標 指数 指標の説明 会計名 指数 説明

水道事業 －

各事業会計の資金不足を料金収入

の規模と比較して指標化し、経営

状況の深刻度を示すもの

工業用水道事業 －

病院事業 －

農業集落排水事業 －

　令和３年度決算の歳入総額は、

　７７億７，４９４万９千円です。

　前年度と比較し、地方交付税が２億７，６５３

万２千円の増額となりましたが、令和２年度に実

施した全国民対象の特別定額給付金事業の皆減に

より国庫支出金が６億５，３１８万５千円減少し

たことが大きく影響し、全体では前年度比で３億

５，１９６万３千円の減額となりました。

歳入 　令和３年度決算の歳入総額は、

　７５億９，７７９万８千円です。

　子育て世帯等臨時特別給付金支援事業等により

民生費が２億７，４２５万３千円の増額となりま

したが、令和２年度に全国民対象の特別定額給付

金事業を実施したことにより総務費が８億１，０

９７万８千円減少し、全体では２億８，５０３万

４千円の減額となりました。

歳出

町民の負担状況
　令和４年３月 31 日現在の住民基本台帳では、人口 8,920 人、世帯数 4,417 世帯となっています。

　個人町民税の収入済額は２億 5,187 万 6,455 円ですので、これを町民１人あたりにすると 28,237 円、１世帯あた

りにすると 57,024 円となります。
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町民１人あたり

２８，２３７円

１世帯あたり

５７，０２４円

　町民の皆さまから納めていただいた税金をはじ

め、国や県からの補助金などがどのように使われた

のか、そのあらましなどを家計簿などに置き換えて

紹介します。

令和 3年度

決算報告
01 一般会計決算

02 特別会計・公営企業会計

03 町債の状況

04 基金の状況

05 財政健全化判断比率等

　令和３年度は、一般会計から特別会計・公営企業会計への繰出金の額は抑制されましたが、病院事業会計など厳

しい経営状況が続いております。更なる経営の健全化、効率化に努めます。

　令和３年度末の町債（町の借金）残高は６７億３，

７１１万７千円で、前年度と比べて１億６，８０１万

円減少しました。償還額は６億９，９４９万６千円です。

　これからも町債減少に向けて費用対効果を勘案し、

慎重に地方債の発行を行って参ります。

  「基金」とは法律や条例に基づいて設置される特定の

目的に活用できる町の貯金です。

　普通会計では 18 の基金があり、令和３年度末の残高

は３１億４，７２８万２千円です。

　企業立地奨励金等交付基金の増加などにより、前年

度比で７億５，０１３万円の増額となっています。

　市町村の財政破綻を防ぐため、財政状況をより明らかにする『健全化判断比率』と『資金不足比率』を算定してチェッ

ク及び公表しています。令和３年度決算から算出された値は、いずれも国の示す早期健全化基準を下回っています。

（単位　千円）（単位　千円）

（単位　千円）

（単位　千円）

【特別会計】 【公営企業会計】

【健全化判断比率】 【資金不足比率】（単位　％） （単位　％）

※下段の（　）は国が定める早期健全化基準です。 ※赤字額や資金不足がないときは「－」で表示しています。

1,306,926 91,880

合計 3,211,383 3,083,223 128,160

介護保険事業（サービス事業勘定） 8,783 8,426 357

後期高齢者医療 300,647 297,347 3,300

農業集落排水事業 33,812 30,362 3,450

住宅新築資金等貸付事業 679 679 0

介護保険事業（保険事業勘定） 1,398,806

会計名 歳入 歳出 差引

国民健康保険 1,468,656 1,439,483 29,173

支出 108,155 1,987 67,340

収益的収支
収入 206,512 － 1,008,518

－ 1,038,141

資本的収支
収入 26,745 1,987

支出 186,361

42,709

水道事業 工業用水道事業 病院事業

工業用水道事業 10,726

病院事業 789,047

合計 6,737,117

会計名 現在高

一般 5,162,608

農業集落排水事業 39,125

水道事業 735,611
定

額

運

用

基

金

土地開発基金 351,000
公共用の土地を取得するための積立

金

その他定額運用基金 351,458
育英資金や肥育素牛の購入資金など

の貸付金に活用するための積立金

基金名 現在高 説明

特

定

目

的

基

金

財政調整基金 1,215,763
年度によって生じる財源の不均衡を

調整するための積立金

減債基金 38,604 町債償還の財源とするための積立金

その他特定目的基金 1,190,457
公共施設の整備や企業立地の促進な

どに活用するための積立金

将来負担比率
－ 特別会計、一部事務組合なども含

めた一般会計の将来負担の割合（350.0）

実質赤字比率
－

一般会計などの赤字の割合
（15.0）

連結実質赤字比率
－

特別会計を含めた赤字の割合
（20.0）

実質公債費比率
7.4 標準的な収入に対する借入金の返

済割合（25.0）

指標 指数 指標の説明 会計名 指数 説明

水道事業 －

各事業会計の資金不足を料金収入

の規模と比較して指標化し、経営

状況の深刻度を示すもの

工業用水道事業 －

病院事業 －

農業集落排水事業 －

　令和３年度決算の歳入総額は、

　７７億７，４９４万９千円です。

　前年度と比較し、地方交付税が２億７，６５３

万２千円の増額となりましたが、令和２年度に実

施した全国民対象の特別定額給付金事業の皆減に

より国庫支出金が６億５，３１８万５千円減少し

たことが大きく影響し、全体では前年度比で３億

５，１９６万３千円の減額となりました。

歳入 　令和３年度決算の歳入総額は、

　７５億９，７７９万８千円です。

　子育て世帯等臨時特別給付金支援事業等により

民生費が２億７，４２５万３千円の増額となりま

したが、令和２年度に全国民対象の特別定額給付

金事業を実施したことにより総務費が８億１，０

９７万８千円減少し、全体では２億８，５０３万

４千円の減額となりました。

歳出

町民の負担状況
　令和４年３月 31 日現在の住民基本台帳では、人口 8,920 人、世帯数 4,417 世帯となっています。

　個人町民税の収入済額は２億 5,187 万 6,455 円ですので、これを町民１人あたりにすると 28,237 円、１世帯あた

りにすると 57,024 円となります。
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高原町の財政 (一般会計 )を家計に置き換えてみると…

町の決算額は金額が大きいため、なかなかイメージしにくいかもしれません。

そこで一般会計決算額を１万分の１スケールの家計簿で表現してみました。

予算の執行状況 令和４年９月 30 日現在における令和４年度

予算の執行のあらましをお知らせします。

01 一般会計

02 特別会計・公営企業会計

（単位　千円）

（単位　千円）

（単位　千円）

（単位　千円）

（単位　千円）

（単位　千円）

支　出収　入

給与

(町税・地方譲与税・その他交付金 )

親からの仕送り

( 地方交付税、国庫支出金、県支出金 )

家賃収入

( 分担金・負担金、使用料・手数料、財産収入など )

貯金の取り崩し

(繰入金 )

先月の生活費の残り

(繰越金 )

借金

(町債 )

合計

食費

(人件費 )※１

保険料や医療費

(扶助費 )※２

ローンの返済

(公債費 )※３

光熱水費や通信費

(物件費、補助費など )※４、※５

家や車の修理費

(維持補修費、投資的経費など )※６

貯金や投資

(積立金、投資・出資・貸付金 )

子どもへの仕送り

(繰出金 )※７

１１２， ３４９円

５００， ８９９円

８０， ８９３円

１３， ８０７円

１９， ４０８円

５０， １３９円

７７７， ４９５円

１０６， ２７５円

１１７， ４１８円

５８， ９９５円

２０５， ６７８円

１１９， ９２２円

９１， ０１１円

６０， ４８１円

合計 ７５９， ７８０円

【特別会計 】

【公営企業会計 】

【歳入 】

【歳出 】

給与

14.5%

親からの仕送り

64.4%

家賃収入

10.4%

貯金の取り崩し

1.8%

先月の生活費の残り

2.5% 借金

6.4% 食費

14.0%

保険料や医療費

15.4%

ローンの

返済

7.8%光熱水費や通信費

27.0%

家や車の

修理費

15.8%

貯金や投資

12.0%

子どもへの仕送り

8.0%

0

388,769

3,074,522

499,025

1,979,543

116,021

74,334

0

16,830

合 計 6,793,749 45.3%

そ の 他 768,085 50.6%

繰 入 金 393,352 0.0%

諸 収 入 135,198 12.4%

歳 入 現計予算額 収入率収入済額

国 庫支 出金 1,109,553 10.5%

県 支 出 金 615,708 12.1%

町 税 756,976 65.9%

地 方交 付税 2,479,178 79.8%

町 債 535,699 0.0%

66,875

2,431,805

272,496

106,242

191,744

127,121

231,167

282,567

支出済額

461,719

691,874

合 計 6,793,749 35.8%

公 債 費 559,587 50.5%

そ の 他 254,043 26.3%

土 木 費 451,164 28.2%

教 育 費 566,703 40.8%

農林水産業費 620,298 17.1%

商 工 費 442,365 43.3%

民 生 費 1,961,403 35.3%

衛 生 費 615,885 44.2%

歳 出 現計予算額 支出率

総 務 費 1,322,301 34.9%

756,976

2,479,178

1,109,553

615,708

393,352

135,198

535,699

768,085

499,025

1,979,543

116,021

74,334

0

16,830

0

388,769

町税

地方交付税

国庫支出金

県支出金

繰入金

諸収入

町債

その他

予算額 収入済額

1,322,301

1,961,403

615,885

620,298

442,365

451,164

566,703

559,587

254,043

461,719

691,874

272,496

106,242

191,744

127,121

231,167

282,567

66,875

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

教育費

公債費

その他

予算額 支出済額

歳出

現計予算額 支出済額

1,498,582 562,583 1,498,582 521,979

現計予算額 収入済額

778,446 1,467,265 512,877

25,073 12,522 25,073 9,369

504 220 504 0

277,442 102,238 277,442 87,398

5,779 2,169 5,779 1,403

0.0%

37.4%

35.0%

24.3%

31.5%後期高齢者医療

歳入

比率

37.5%

43.7%

49.9%

53.1%

37.5%

36.9%

会計名

国民健康保険

住宅新築資金等貸付事業

農業集落排水事業

介護保険事業（保険事業勘定）

介護保険事業（サービス事業勘定）

比率

34.8%

1,467,265

水道事業 工業用水道事業 病院事業

現計予定額 収支済額 現計予定額 収支済額 現計予定額 収支済額

支出

27,592
資本的収支

収入

105,194

支出

198,995
収益的収支

収入

194,331

698,725

1,024,888

26,455

51,609

292,519

375,032

26,451

25,949

－

－

2,013

2,013

－

－

1,052

1,038

89,699

32,873

0

30,693

※１ 人件費 … 町職員の給与や手当などを支払うための経費

※２ 扶助費 … 医療に関する経費や、生活保護・児童手当の給付、私立保育園の運営補助などに係る経費

※３ 公債費 … 国や金融機関から借りたお金の返済に係る経費

※４ 物件費 … 電気料金や消耗品の購入費、委託料など

※５ 補助費等 … 各種団体に対する補助に係る経費

※６ 投資的経費 … 道路や公園、学校などの公共施設の建設や改修などに係る経費

※７ 繰出金 … 特別会計の歳入を補うための経費

広報たかはる 16



高原町の財政 (一般会計 )を家計に置き換えてみると…

町の決算額は金額が大きいため、なかなかイメージしにくいかもしれません。

そこで一般会計決算額を１万分の１スケールの家計簿で表現してみました。

予算の執行状況 令和４年９月 30 日現在における令和４年度

予算の執行のあらましをお知らせします。

01 一般会計

02 特別会計・公営企業会計

（単位　千円）

（単位　千円）

（単位　千円）

（単位　千円）

（単位　千円）

（単位　千円）

支　出収　入

給与

(町税・地方譲与税・その他交付金 )

親からの仕送り

( 地方交付税、国庫支出金、県支出金 )

家賃収入

( 分担金・負担金、使用料・手数料、財産収入など )

貯金の取り崩し

(繰入金 )

先月の生活費の残り

(繰越金 )

借金

(町債 )

合計

食費

(人件費 )※１

保険料や医療費

(扶助費 )※２

ローンの返済

(公債費 )※３

光熱水費や通信費

(物件費、補助費など )※４、※５

家や車の修理費

(維持補修費、投資的経費など )※６

貯金や投資

(積立金、投資・出資・貸付金 )

子どもへの仕送り

(繰出金 )※７

１１２， ３４９円

５００， ８９９円

８０， ８９３円

１３， ８０７円

１９， ４０８円

５０， １３９円

７７７， ４９５円

１０６， ２７５円

１１７， ４１８円

５８， ９９５円

２０５， ６７８円

１１９， ９２２円

９１， ０１１円

６０， ４８１円

合計 ７５９， ７８０円

【特別会計 】

【公営企業会計 】

【歳入 】

【歳出 】

給与

14.5%

親からの仕送り

64.4%

家賃収入

10.4%

貯金の取り崩し

1.8%

先月の生活費の残り

2.5% 借金

6.4% 食費

14.0%

保険料や医療費

15.4%

ローンの

返済

7.8%光熱水費や通信費

27.0%

家や車の

修理費

15.8%

貯金や投資

12.0%

子どもへの仕送り

8.0%

0

388,769

3,074,522

499,025

1,979,543

116,021

74,334

0

16,830

合 計 6,793,749 45.3%

そ の 他 768,085 50.6%

繰 入 金 393,352 0.0%

諸 収 入 135,198 12.4%

歳 入 現計予算額 収入率収入済額

国 庫支 出金 1,109,553 10.5%

県 支 出 金 615,708 12.1%

町 税 756,976 65.9%

地 方交 付税 2,479,178 79.8%

町 債 535,699 0.0%

66,875

2,431,805

272,496

106,242

191,744

127,121

231,167

282,567

支出済額

461,719

691,874

合 計 6,793,749 35.8%

公 債 費 559,587 50.5%

そ の 他 254,043 26.3%

土 木 費 451,164 28.2%

教 育 費 566,703 40.8%

農林水産業費 620,298 17.1%

商 工 費 442,365 43.3%

民 生 費 1,961,403 35.3%

衛 生 費 615,885 44.2%

歳 出 現計予算額 支出率

総 務 費 1,322,301 34.9%

756,976

2,479,178

1,109,553

615,708

393,352

135,198

535,699

768,085

499,025

1,979,543

116,021

74,334

0

16,830

0

388,769

町税

地方交付税

国庫支出金

県支出金

繰入金

諸収入

町債

その他

予算額 収入済額

1,322,301

1,961,403

615,885

620,298

442,365

451,164

566,703

559,587

254,043

461,719

691,874

272,496

106,242

191,744

127,121

231,167

282,567

66,875

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

教育費

公債費

その他

予算額 支出済額

歳出

現計予算額 支出済額

1,498,582 562,583 1,498,582 521,979

現計予算額 収入済額

778,446 1,467,265 512,877

25,073 12,522 25,073 9,369

504 220 504 0

277,442 102,238 277,442 87,398

5,779 2,169 5,779 1,403

0.0%

37.4%

35.0%

24.3%

31.5%後期高齢者医療

歳入

比率

37.5%

43.7%

49.9%

53.1%

37.5%

36.9%

会計名

国民健康保険

住宅新築資金等貸付事業

農業集落排水事業

介護保険事業（保険事業勘定）

介護保険事業（サービス事業勘定）

比率

34.8%

1,467,265

水道事業 工業用水道事業 病院事業

現計予定額 収支済額 現計予定額 収支済額 現計予定額 収支済額

支出

27,592
資本的収支

収入

105,194

支出

198,995
収益的収支

収入

194,331

698,725

1,024,888

26,455

51,609

292,519

375,032

26,451

25,949

－

－

2,013

2,013

－

－

1,052

1,038

89,699

32,873

0

30,693

※１ 人件費 … 町職員の給与や手当などを支払うための経費

※２ 扶助費 … 医療に関する経費や、生活保護・児童手当の給付、私立保育園の運営補助などに係る経費

※３ 公債費 … 国や金融機関から借りたお金の返済に係る経費

※４ 物件費 … 電気料金や消耗品の購入費、委託料など

※５ 補助費等 … 各種団体に対する補助に係る経費

※６ 投資的経費 … 道路や公園、学校などの公共施設の建設や改修などに係る経費

※７ 繰出金 … 特別会計の歳入を補うための経費
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給与
定員管理

　高原町の給与・定員管理等について、次のとおりお知らせ

します。

　誌面の都合上、主な内容についてのみの掲載となりますが、

今後「高原町役場公式ホームページ」にて詳細な内容を公表

する予定です。

　　 人件費の状況（普通会計決算）

　　 職員給与費の状況（普通会計決算）

(注) 1 職員手当には退職手当を含まない。

　　 2 職員数は、令和３年４月１日現在の人数である。

　　 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況(令和４年４月１日現在)

①一般行政職（国の数値は令和４年国家公務員給与実態調査結果より）

②技能労務職

本町においては、平成24年度から技能労務職の職員は在職していません。

(注) １ 「平均給料月額」とは、令和４年４月１日現在における職員の基本給の平均である。

　　 ２ 「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての

　　　 諸手当の額を合計したものであり、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には、時

　　　 間外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再

 　　　計算したものである。

　　 職員の初任給の状況(令和４年４月１日現在)

　　 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況(令和４年４月１日現在)

一般行政職

区分
住民基本台帳人口 歳出額 実質収支 人件費 人件費率 (参考)

(令和３年度末) Ａ Ｂ Ｂ／Ａ 令和２年度の人件費率

令和３年度
人 千円 千円 千円 ％ ％

8,920 7,596,835 157,676 1,062,745 14.0 13.1

区分
職員数 給　　　　与　　　　費 一人当たり給与費

Ａ 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　 　Ｂ Ｂ／Ａ

令和３年度
人 千円 千円 千円 千円 千円

105 387,131 80,278 151,494 618,903 5,894

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
平均給与月額
（国ベース）

高　原　町 40.3 歳 297,000 円 351,037 円 319,820 円

国 42.7 歳 323,711 円 - 円 405,049 円

区　　分 高　　原　　町 国

大学卒 171,700 円 182,200 円
一般行政職

高校卒 150,600 円 150,600 円

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

大学卒 255,000 円 302,400 円 341,100 円

高校卒 219,700 円 261,600 円 310,300 円

　　 一般行政職の級別職員数の状況(令和４年４月１日現在)

主事、技師

主任主事、主任技師

主査

係長、副主幹

課長補佐、主幹

課長、対策監

　　 期末手当・勤勉手当 　　　退職手当(令和４年４月１日現在)

自己都合 早期・定年

勤続20年 月分 月分

(令和３年度支給割合) (令和３年度支給割合) 勤続25年 月分 月分

期末手当 月分 期末手当 月分 勤続35年 月分 月分

勤勉手当 月分 勤勉手当 月分 最高限度額 月分 月分

(加算措置の状況) (加算措置の状況) その他の加算措置

・役職加算　5%～10% ・役職加算　   5%～20% 定年前早期退職特例措置　3～45％加算

・管理職加算　10%～25%

　　 特別職の報酬等の状況(令和４年４月１日現在)

/

円)

円) /

/

/

/

(令和３年度支給割合)

月分

(令和３年度支給割合)

月分

(算定方法) (1期の手当額) (支給時期)

(給料月額)×(在職月数)×0.417 円 任期毎

(給料月額)×(在職月数)×0.248 円 任期毎

(注) １　町長の給料については、令和３年11月１日から令和７年10月14日まで10％の減額措置を行っている。

     ２　副町長の給料については、令和３年11月１日から令和７年５月５日まで５％の減額措置を行っている。

     ３　給料の(  )内は、減額措置を行う前の金額である。

     ４　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期勤めた場合における

       退職手当の見込額である。

     ５　宮崎県内の類似団体における最高/最低額は令和４年４月１日現在のものである。

　　 部門別職員数(各年４月１日現在)　 ※職員数は一般職に属する職員数である。

人 人

人 人

人 人

人 人

区 分 標準的な職務内容 職員数 構成比

１ 級 7 人 6.4 ％

２ 級 22 人 20.2 ％

３ 級 31 人 28.4 ％

４ 級 27 人 24.8 ％

５ 級 9 人 8.3 ％

６ 級 13 人 11.9 ％

計 109 人 100.0 ％

高　原　町 国 高　　　原　　　町

１人当たり平均支給額
(令和３年度)1,448千円

－
19.6695 24.586875

28.0395 33.27075

2.55 2.55 39.7575 47.709

1.90 1.90 47.709 47.709

区　　　分 給　　　　　料　　　　　月　　　　　額　　　　　等

給
料

(参考)宮崎県内の類似団体における最高/最低額

町 長 650,700 円 723,000 円 645,000 円

(  723,000 

副 町 長
550,050 円

(  579,000 590,000 円 516,000 円

報
酬

議 長 295,000 円 303,000 円

議 員 202,000 円 211,000

278,000 円

副 議 長 218,000 円 225,000 円 209,000 円

円 201,000 円

期
末
手
当

町 長

副 町 長 3.35

議 長

副 議 長 3.35

議 員

退
職
手
当

町 長 13,024,411

副 町 長 6,547,795

67 病院、水道、国保事業等

区　　　分 令和４年 令和３年 備　　　　　考

一般行政部門 103 100 議会、総務、税務、農林水産、商工、土木、民生、衛生

合　　　計 181 179

特別行政部門 13 12 教育委員会

公営企業等会計部門 65
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給与
定員管理

　高原町の給与・定員管理等について、次のとおりお知らせ

します。

　誌面の都合上、主な内容についてのみの掲載となりますが、

今後「高原町役場公式ホームページ」にて詳細な内容を公表

する予定です。

　　 人件費の状況（普通会計決算）

　　 職員給与費の状況（普通会計決算）

(注) 1 職員手当には退職手当を含まない。

　　 2 職員数は、令和３年４月１日現在の人数である。

　　 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況(令和４年４月１日現在)

①一般行政職（国の数値は令和４年国家公務員給与実態調査結果より）

②技能労務職

本町においては、平成24年度から技能労務職の職員は在職していません。

(注) １ 「平均給料月額」とは、令和４年４月１日現在における職員の基本給の平均である。

　　 ２ 「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての

　　　 諸手当の額を合計したものであり、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には、時

　　　 間外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再

 　　　計算したものである。

　　 職員の初任給の状況(令和４年４月１日現在)

　　 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況(令和４年４月１日現在)

一般行政職

区分
住民基本台帳人口 歳出額 実質収支 人件費 人件費率 (参考)

(令和３年度末) Ａ Ｂ Ｂ／Ａ 令和２年度の人件費率

令和３年度
人 千円 千円 千円 ％ ％

8,920 7,596,835 157,676 1,062,745 14.0 13.1

区分
職員数 給　　　　与　　　　費 一人当たり給与費

Ａ 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　 　Ｂ Ｂ／Ａ

令和３年度
人 千円 千円 千円 千円 千円

105 387,131 80,278 151,494 618,903 5,894

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
平均給与月額
（国ベース）

高　原　町 40.3 歳 297,000 円 351,037 円 319,820 円

国 42.7 歳 323,711 円 - 円 405,049 円

区　　分 高　　原　　町 国

大学卒 171,700 円 182,200 円
一般行政職

高校卒 150,600 円 150,600 円

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

大学卒 255,000 円 302,400 円 341,100 円

高校卒 219,700 円 261,600 円 310,300 円

　　 一般行政職の級別職員数の状況(令和４年４月１日現在)

主事、技師

主任主事、主任技師

主査

係長、副主幹

課長補佐、主幹

課長、対策監

　　 期末手当・勤勉手当 　　　退職手当(令和４年４月１日現在)

自己都合 早期・定年

勤続20年 月分 月分

(令和３年度支給割合) (令和３年度支給割合) 勤続25年 月分 月分

期末手当 月分 期末手当 月分 勤続35年 月分 月分

勤勉手当 月分 勤勉手当 月分 最高限度額 月分 月分

(加算措置の状況) (加算措置の状況) その他の加算措置

・役職加算　5%～10% ・役職加算　   5%～20% 定年前早期退職特例措置　3～45％加算

・管理職加算　10%～25%

　　 特別職の報酬等の状況(令和４年４月１日現在)

/

円)

円) /

/

/

/

(令和３年度支給割合)

月分

(令和３年度支給割合)

月分

(算定方法) (1期の手当額) (支給時期)

(給料月額)×(在職月数)×0.417 円 任期毎

(給料月額)×(在職月数)×0.248 円 任期毎

(注) １　町長の給料については、令和３年11月１日から令和７年10月14日まで10％の減額措置を行っている。

     ２　副町長の給料については、令和３年11月１日から令和７年５月５日まで５％の減額措置を行っている。

     ３　給料の(  )内は、減額措置を行う前の金額である。

     ４　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期勤めた場合における

       退職手当の見込額である。

     ５　宮崎県内の類似団体における最高/最低額は令和４年４月１日現在のものである。

　　 部門別職員数(各年４月１日現在)　 ※職員数は一般職に属する職員数である。

人 人

人 人

人 人

人 人

区 分 標準的な職務内容 職員数 構成比

１ 級 7 人 6.4 ％

２ 級 22 人 20.2 ％

３ 級 31 人 28.4 ％

４ 級 27 人 24.8 ％

５ 級 9 人 8.3 ％

６ 級 13 人 11.9 ％

計 109 人 100.0 ％

高　原　町 国 高　　　原　　　町

１人当たり平均支給額
(令和３年度)1,448千円

－
19.6695 24.586875

28.0395 33.27075

2.55 2.55 39.7575 47.709

1.90 1.90 47.709 47.709

区　　　分 給　　　　　料　　　　　月　　　　　額　　　　　等

給
料

(参考)宮崎県内の類似団体における最高/最低額

町 長 650,700 円 723,000 円 645,000 円

(  723,000 

副 町 長
550,050 円

(  579,000 590,000 円 516,000 円

報
酬

議 長 295,000 円 303,000 円

議 員 202,000 円 211,000

278,000 円

副 議 長 218,000 円 225,000 円 209,000 円

円 201,000 円

期
末
手
当

町 長

副 町 長 3.35

議 長

副 議 長 3.35

議 員

退
職
手
当

町 長 13,024,411

副 町 長 6,547,795

67 病院、水道、国保事業等

区　　　分 令和４年 令和３年 備　　　　　考

一般行政部門 103 100 議会、総務、税務、農林水産、商工、土木、民生、衛生

合　　　計 181 179

特別行政部門 13 12 教育委員会

公営企業等会計部門 65
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

た
か
は
る
よ
り
ど
り
交
流
市
開
催

　
11
月
も
元
気
に
開
催
‼

　
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇
日
時
　
11
月
20
日｟
日
｠

　
午
前
９
時
～
午
後
１
時

〇
場
所
　
高
原
町
総
合
運
動
公
園

〇
イ
ベ
ン
ト
・
ふ
る
ま
い

　
現
在
検
討
中

〇
そ
の
他

☆
出
店
者
・
出
店
企
業
募
集
中
！

イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
も
活
用
で
き

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

☆
交
流
市
の
内
容
に
関
す
る
情
報
は
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
「
た
か
は
る
よ
り
ど
り

交
流
市
」を
チ
ェ
ッ
ク
！

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
た
か
は
る
よ
り
ど
り
交
流
市
事
務
局

　
☎
０
７
０-

８
４
９
９-

３
５
３
２

発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
２
０
２
２

　
注
目
の
考
古
資
料
が
全
国
か
ら
集
結

す
る
展
示
会
が
22
年
ぶ
り
、
に
宮
崎
県
に

や
っ
て
き
ま
す
。
展
示
会
で
は
県
内
の
キ

ラ
リ
と
光
る
考
古
資
料
の
展
示
、
高
原
町

後
川
内
の
井
ノ
原
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

縄
文
土
器
な
ど
も
展
示
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　
ぜ
ひ
、
最
新
の
発
掘
成
果
を
会
場
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

○
開
催
期
間

11
月
５
日｟
土
｠～
12
月
11
日｟
日
｠

た
だ
し
、毎
週
火
曜
日
は
休
館
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

｟
入
場
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
｠

○
会
場

宮
崎
県
総
合
博
物
館

○
入
場
料
　
５
０
０
円

　
た
だ
し
、18
歳
以
下
は
無
料

〇
そ
の
他

・
詳
し
く
は
、
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
県
総
合
博
物
館

　
☎
０
９
８
５-

24-

２
０
７
１

権
利
擁
護
無
料
相
談
会
・

　
　
　
　
後
見
人
等
の
つ
ど
い

　
身
寄
り
が
な
く
財
産
管
理
や
福
祉
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
知
り
た
い
、
障
害
の
あ

る
家
族
の
将
来
が
心
配
、
悪
徳
商
法
や
借

金
で
悩
ん
で
い
る
、
そ
の
よ
う
な
方
の
た

め
に
、無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
親
族
後
見
な
ど
を
さ
れ
て
い
る

方
を
対
象
に
、
家
庭
裁
判
所
へ
の
提
出
書

類
等
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

○
日
時
　
12
月
７
日｟
水
｠

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

○
場
所
　
高
原
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
議
室

○
相
談
員
　
弁
護
士
・
社
会
福
祉
士
な
ど

　※

当
日
変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま

　
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他

・
費
用
は
無
料
で
原
則
予
約
制
で
す
。

・
相
談
内
容
が
外
部
に
漏
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
施
設
や
病
院
の
相
談
員

等
か
ら
の
相
談
も
可
能
で
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
中
核
機
関
に
し
も
ろ
地
区

　
権
利
擁
護
推
進
セ
ン
タ
ー
　
つ
な
ご

　
☎
27-

３
３
５
８

相
　
　
談

Town　Information

特設ホームページ

に
し
も
ろ
合
同
公
売
会
に
つ
い
て

　
高
原
町
と
宮
崎
県
小
林
県
税
・
総
務

事
務
所
、
小
林
市
、
え
び
の
市
合
同
で
、
税

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
税
金
の
滞
納
に

よ
り
差
押
え
た
動
産
を
公
売
し
ま
す
。

　
入
札
か
ら
引
渡
し
ま
で
を
同
日
で
行

う「
期
日
入
札
」で
実
施
し
ま
す
。

〇
開
催
日
時

　
11
月
26
日｟
土
｠　
正
午
開
場

〇
開
催
場
所

　
小
林
市
市
民
体
育
館

〇
当
日
必
要
な
も
の

購
入
代
金
｟
現
金
の
み
｠、
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の｟
免
許
証
な
ど
｠

法
人
の
場
合
は
、
代
表
者
印
、
商
業
登

記
簿
謄
本

〇
そ
の
他

・
出
品
す
る
動
産
は
全
て
中
古
品
扱
い

で
す
。
い
か
な
る
場
合
で
も
、
返
品
・

交
換
等
は
お
受
け
で
き
な
い
た
め
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
配
達
・
配
送
は
行
い
ま
せ
ん
。

・
18
歳
未
満
の
入
札
は
、
保
護
者
の
同
意

が
必
要
で
す
。

・
公
売
前
に
滞
納
税
が
完
納
と
な
っ
た

物
品
に
つ
い
て
は
、
公
売
中
止
に
な
り

ま
す
。

・
差
押
執
行
に
よ
り
、
当
日
出
品
す
る
動

産
が
増
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
公
売
の
手
続
き
や
出
品
動
産
の
情
報

に
つ
い
て
は
、
高
原
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
小
林
県
税
・
総
務
事
務
所

　
☎
23-

３
１
９
４

　
税
務
課
徴
収
係

　
☎
42-

２
１
１
３

ご
存
知
で
す
か
？
検
察
審
査
会

　
開
始
か
ら
70
年
を
超
え
る
我
が
国
の

検
察
審
査
会
制
度
は
、
検
察
官
が
事
件

を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と
｟
不
起

訴
処
分
｠
の
よ
し
あ
し
を
、
選
挙
権
を

有
す
る
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選

ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員
が
審
査
す

る
国
民
参
加
型
の
大
切
な
制
度
で
す
。

　
令
和
５
年
度
の
候
補
者
に
選
ば
れ
た

方
に
は
、
11
月
中
旬
頃
に
検
察
審
査
会

事
務
局
か
ら
「
検
察
審
査
員
候
補
者
名

簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
を
お
送
り

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
法
改
正
に
よ
り
、
令
和
５
年

度
の
候
補
者
か
ら
、
検
察
審
査
員
に
な

る
こ
と
が
で
き
る
年
齢
が
20
歳
以
上
か

ら
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

宮
崎
検
察
審
査
会
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
検
察
審
査
会
事
務
局

　
☎
０
９
８
５-

68-

５
１
２
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

　
仕
事
や
学
業
な
ど
で
、
平
日
の
開
庁
時

間
内
に
窓
口
へ
来
ら
れ
な
い
方
の
た
め
、

左
記
の
日
程
で
窓
口
時
間
の
延
長
と
休

日
の
窓
口
開
設
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

〖
11
月
の
延
長
窓
口
〗

○
日
時
　
11
月
10
日｟
木
｠

　
午
後
５
時
15
分
～
午
後
７
時

○
場
所
　
高
原
町
役
場
１
階

　
町
民
福
祉
課
住
民
係

〖
11
月
の
休
日
開
庁
〗

　※
事
前
予
約
が
必
要

○
日
時
　
11
月
27
日｟
日
｠

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
｟
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
｠

○
場
所
　
高
原
町
役
場
１
階

　
町
民
福
祉
課
住
民
係

○
予
約
締
切
日
　
11
月
24
日｟
木
｠

　
午
後
５
時
ま
で

※

定
員
に
な
り
次
第
、
予
約
を
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
注
意
事
項

・
休
日
開
庁
に
つ
い
て
は
予
約
制
で
す

の
で
、必
ず
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
前
予
約
が
０
件
の
場
合
、
開
庁
い
た

し
ま
せ
ん
。

・
正
面
玄
関
は
施
錠
さ
れ
て
い
る
た
め
、

役
場
西
側
｟
守
衛
室
側
｠
か
ら
お
入
り

く
だ
さ
い
。

・
窓
口
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

関
す
る
手
続
き
の
み
受
付
け
ま
す
。
紛

失
等
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
再
交
付
｟
有
料
｠
は
、
平
日
の
み
の
受

付
け
と
な
り
ま
す
。
各
種
証
明
書
の
発

行
や
住
民
異
動
届
は
受
付
け
で
き
ま

せ
ん
。

・
15
歳
未
満
の
方
の
手
続
き
は
、
法
定
代

理
人
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。
本
町

の
シ
ス
テ
ム
に
て
同
一
世
帯
の
続
柄

が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
法
定
代
理

人
と
本
人
の
関
係
を
確
認
で
き
る
戸

籍
謄
本
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
福
祉
課
住
民
係

　
☎
42-

１
０
６
７

　
Ｅ
メ
ー
ル

　cyoumin@town.takaharu.lg.jp

お
知
ら
せ

まちの掲示板
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た
か
は
る
よ
り
ど
り
交
流
市
開
催

　
11
月
も
元
気
に
開
催
‼

　
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇
日
時
　
11
月
20
日｟
日
｠

　
午
前
９
時
～
午
後
１
時

〇
場
所
　
高
原
町
総
合
運
動
公
園

〇
イ
ベ
ン
ト
・
ふ
る
ま
い

　
現
在
検
討
中

〇
そ
の
他

☆
出
店
者
・
出
店
企
業
募
集
中
！

イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
も
活
用
で
き

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

☆
交
流
市
の
内
容
に
関
す
る
情
報
は
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
「
た
か
は
る
よ
り
ど
り

交
流
市
」を
チ
ェ
ッ
ク
！

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
た
か
は
る
よ
り
ど
り
交
流
市
事
務
局

　
☎
０
７
０-

８
４
９
９-

３
５
３
２

発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
２
０
２
２

　
注
目
の
考
古
資
料
が
全
国
か
ら
集
結

す
る
展
示
会
が
22
年
ぶ
り
、
に
宮
崎
県
に

や
っ
て
き
ま
す
。
展
示
会
で
は
県
内
の
キ

ラ
リ
と
光
る
考
古
資
料
の
展
示
、
高
原
町

後
川
内
の
井
ノ
原
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

縄
文
土
器
な
ど
も
展
示
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　
ぜ
ひ
、
最
新
の
発
掘
成
果
を
会
場
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

○
開
催
期
間

11
月
５
日｟
土
｠～
12
月
11
日｟
日
｠

た
だ
し
、毎
週
火
曜
日
は
休
館
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

｟
入
場
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
｠

○
会
場

宮
崎
県
総
合
博
物
館

○
入
場
料
　
５
０
０
円

　
た
だ
し
、18
歳
以
下
は
無
料

〇
そ
の
他

・
詳
し
く
は
、
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
県
総
合
博
物
館

　
☎
０
９
８
５-

24-

２
０
７
１

権
利
擁
護
無
料
相
談
会
・

　
　
　
　
後
見
人
等
の
つ
ど
い

　
身
寄
り
が
な
く
財
産
管
理
や
福
祉
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
知
り
た
い
、
障
害
の
あ

る
家
族
の
将
来
が
心
配
、
悪
徳
商
法
や
借

金
で
悩
ん
で
い
る
、
そ
の
よ
う
な
方
の
た

め
に
、無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
親
族
後
見
な
ど
を
さ
れ
て
い
る

方
を
対
象
に
、
家
庭
裁
判
所
へ
の
提
出
書

類
等
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

○
日
時
　
12
月
７
日｟
水
｠

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

○
場
所
　
高
原
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
議
室

○
相
談
員
　
弁
護
士
・
社
会
福
祉
士
な
ど

　※

当
日
変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま

　
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他

・
費
用
は
無
料
で
原
則
予
約
制
で
す
。

・
相
談
内
容
が
外
部
に
漏
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
施
設
や
病
院
の
相
談
員

等
か
ら
の
相
談
も
可
能
で
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
中
核
機
関
に
し
も
ろ
地
区

　
権
利
擁
護
推
進
セ
ン
タ
ー
　
つ
な
ご

　
☎
27-

３
３
５
８

相
　
　
談

Town　Information
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

現住人口調査　令和４年 10 月１日現在

対前月比 対前年同月比

総人口 ８，３７０ 人 ー１６ ー１６３

男 ３，９９８ 人 ー１２ ー６３

女 ４，３７２ 人 　　ー４ ー１００

世帯数 ３，７１１世帯 　ー６ ー３１

町の総人口

転入 １０ 出生 ０

転出 　９ 死亡 　１７

人口の動き

９月の交通事故発生状況

９月の出動状況

１１０番
　　　だより

１１９番
　　　だより

物損　　12

人身　　１ 年計　　12

年計　　85

●中央公民館図書室

　開室時間　平日　８：30 ～ 17：00　休日　10：00 ～ 16：00

　11月の閉室日　３日（木・祝）、12日（土）、20日（日）、23日（水・祝）

　※急遽、休みになる場合がございます。ご了承ください。

●お問い合わせ先　

　教育総務課社会教育係

　☎42-１４８４

まだ見ぬ一冊に出会う旅

オススメ新着本①

オススメ新着本②

寄付 社会福祉協議会へ

９月受付分・敬称略

【遺族】　　　　【続柄】　　【故人】　　　【地区名】

中嶋　ゆみ子　　夫　　　利彦　　　　出口区

澤田　八子　　　夫　　　良信　　　　蒲牟田区

西元　安則　　　母　　　モトエ　　　上広原区

塩満　綾子　　　母　　　タツミ　　　上広原区

稲盛　良子　　　夫　　　律夫　　　　下広原区

温水　陽一　　　父　　　武光　　　　下後川内区

香典返し

☆ありがとうございました。

役場 分館 高原小学校

高原
病院

町体
育館

図書室
★

　不審に思ったりトラブルに遭ったりした場合は、警

察相談専用電話又は最寄りの警察署や駐在所にご連絡

ください。

　９月中、高原町で火

災はありませんでした。

　引き続き、火の取扱いには十分注意しましょう。

火災　　０

救急　　45 年計　 324

年計　　３

　プログラミングとは、プログラ

ム（コンピュータの世界では電子

機器を動かすための命令）を作る

ための作業のことです。小学生か

らプログラミングの教育が本格化

している中、親子でかんたんに基

本から応用、学術的な使用方法まで楽しく学べます。

本当の自由を手に入れるお金の大学

出版社／朝日新聞出版　　著者／両＠リベ大学長

　お金を貯める・稼ぐ・増やす・

守る・使う、一生お金に困らない

「５つの力」を鍛えることでしか

自由な生活を手にすることはでき

ません。「そんなに簡単にお金持

ちになれるはずないじゃないか」

と思う人こそ、この本を読んで楽しく学んで実践して、

本当の自由を手に入れましょう！

親子でかんたんスクラッチプログラミングの図鑑

出版社／技術評論社　　著／松下孝太郎・山本　光

高額当選を知らせるメール等に注意！

～うそ電話詐欺（架空料金請求詐欺）～

●相談窓口

　警察相談専用電話　＃９１１０

　小林警察署　☎23－０１１０ 

　宮崎県内で、高額当選金を受け取るための手数料や

セキュリティ費用などと偽って、電子マネーや口座振

込により約1,300万円を騙し取られるうそ電話詐欺（架

空料金請求詐欺）が発生しました。

　このような騙し手口は、携帯電話やパソコンのメー

ル、SNSのメッセージ機能、封書など様々な方法で送ら

れてきます。

１つでも当てはまったら注意！

〇身に覚えはないけれど、当選金がもらえる。

〇当選金を受け取るために現金を要求された。

〇電子マネーを買って番号を教えてと言われた。

広報たかはる 22



11 月のカレンダー

　

穏
や
か
な
小
春
日
和
が
続
い
て

い
ま
し
た
が
、
朝
夕
の
寒
さ
も
日

毎
に
増
し
、
冬
の
到
来
を
身
近
に

感
じ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
10
月
23
日
に
第
１
回
目

と
な
る
『
日
本
発
祥
地
ま
つ
り
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
「
神
武
の
里
秋
ま
つ
り
」
、

「
日
本
発
祥
地
ま
つ
り
」
、
さ
ら

に
は
同
日
開
催
と
な
っ
た
「
ま
つ

り
高
原
」
と
、
先
人
の
方
々
が

繋
い
で
き
た
熱
い
想
い
を
引
き
継

ぎ
、
さ
ら
に
躍
進
さ
せ
る
よ
う
な

大
盛
況
の
ま
つ
り
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
の
自
粛

等
が
続
い
て
い
た
た
め
、
久
し
ぶ

り
の
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
に
会
場

は
熱
気
で
溢
れ
、
私
も
夢
中
で
撮

影
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
沈
静
化
し
、
各
事
業
や
イ
ベ

ン
ト
が
正
常
に
開
催
さ
れ
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
笑
顔
や
真
剣
な
眼
差

し
を
撮
影
し
て
い
け
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。

 

石
ヶ
野

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課

8 火

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館
子牛生産検査・予防注射
（6・7生） 町内一円 農畜産振興課

母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

乳児健診 ほほえみ館 13:00 ～ 13:30
受付 ほほえみ館

霧島東神社例大祭宵宮祭 霧島東神社 19:30 ～ 教育総務課
皇子原学園（表現と音楽
～アフリカ音楽） ほほえみ館 9:30 ～ 11:00 教育総務課

9 水

廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課
成牛セリ市（妊娠牛・
乳子牛・和牛ET） 西諸畜連 農畜産振興課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館
霧島東神社例大祭 霧島東神社 10:00 ～ 教育総務課

10 木

民児協定例会 ほほえみ館
中研修室 13:30 ～ 16:30 社会福祉

協議会
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館
結核検診 町内一円 終日 ほほえみ館

フードドライブ（（株）水ノ月） 役場玄関前 10:00 ～ 12:00
14:00 ～ 16:00 町民福祉課

生涯学習講座（手話） 中央公民館 9:30 ～ 11:00 教育総務課

11 金

町子牛品評会 高原畜産振興
センター 農畜産振興課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館
結核検診 町内一円 終日 ほほえみ館

12 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館

13 日
リサイクル・有害・その他
ごみの日

各リサイクル
集積所 7:30 ～ 9:00 町民福祉課

14 月 古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

15 火
古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区

の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

16 水

オレンジカフェたかはい
さの

南狭野区
東前野 14:00 ～ 16:00 高齢者

あんしん係
廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

町民生活相談所 ほほえみ館 9:00 ～ 12:00 社会福祉
協議会

生涯学習講座
（ボランティア） 中央公民館 9:30 ～ 11:30 教育総務課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

17 木

郡子牛品評会 西諸畜連 農畜産振興課

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館
もぐもぐ大すき教室 ほほえみ館 10:00 ～ 11:30 ほほえみ館

18 金

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館
生涯学習講座
（地方再発見） 現地 8:30 ～ 16:30 教育総務課

19 土
トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館
生涯学習講座
（パッチワーク） 中央公民館 9:30 ～ 11:30 教育総務課

20 日

21 月 子牛セリ市 西諸畜連 農畜産振興課

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課

22 火

子牛セリ市 西諸畜連 農畜産振興課
オレンジカフェたかはい
上麓 霧島団地前 10:00 ～ 12:00 高齢者

あんしん係
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館
母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館
皇子原学園（ふるさと再発
見～樹木医からみた自然） ほほえみ館 9:30 ～ 11:00 教育総務課

23 水

● 勤労感謝の日
子牛セリ市 西諸畜連 農畜産振興課
4.5歳児成長発達調査 ほほえみ館 9:00 ～ 12:00 ほほえみ館

24 木 トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

25 金
R5.1セリ子牛BL検査採血 町内一円 農畜産振興課
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

26 土
トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館

生涯学習講座（健幸） 高原中
グラウンド 10:00 ～ 12:00 教育総務課

27 日

28 月 成牛セリ市（妊娠牛） 西諸畜連 農畜産振興課

29 火
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館
生涯学習講座（音を楽しむ） 現地 9:30 ～ 11:30 教育総務課

30 水
廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

12 月のカレンダー

1 木
町子牛品評会 高原畜産振興

センター 農畜産振興課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館
2 金 肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

3 土
トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館

狭野神楽 狭野神社
第2鳥居 19:00 ～ 教育総務課

4 日

5 月

6 火

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館
育児学級 ほほえみ館 10:00 ～ 11:00 ほほえみ館
皇子原学園（和菓子の世界） ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 教育総務課

7 水

郡子牛品評会 西諸畜連 農畜産振興課
もやせないごみの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課
権利擁護無料相談会・
後見人等のつどい

町社会福祉協議会
会議室 13:30 ～ 15:30 町民福祉課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

今月は、固定資産税（3期）、国民健康保険税（6期）、

後期高齢者医療保険料（5期）、介護保険料（6期）の納期です。
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　探求科学コースの「総合的な探求の時間」において、吉都線の活性化をテーマに活動している

２年生の４人が、初めて吉都線に乗り入れる「ななつ星 in 九州」のおもてなしとして、汽車や

高原町ならではのイラストをあしらったフォトフレームを作成し、ポラロイドカメラで撮影した

記念写真を旅客者にプレゼントしました。

　高校生たちは今回のおもてなしのほか、「駅及び電車の利便性に対するアンケート調査」、「駅

及び周辺店舗をまとめたガイドブックの作成」、「イベント等

における啓発活動」など吉都線の活性化のために様々な活動

を行っています。
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　高原町商工会青年部は、現在、部員 12 名で

主にまつり高原の主催や研修会、清掃活動、各

イベント等への参加、西諸地区青年部や宮崎商

工会青年部連合会の事業などを通して様々な活

動を行い、各団体や地域の皆さんと交流を図り

ながら地域を盛り上げています。

　高原町商工会青年部は、現在、部員 12 名で

主にまつり高原の主催や研修会、清掃活動、各

イベント等への参加、西諸地区青年部や宮崎商

工会青年部連合会の事業などを通して様々な活

動を行い、各団体や地域の皆さんと交流を図り

ながら地域を盛り上げています。

高原町商工会青年部高原町商工会青年部力力地域の地域の

「まつり高原 2022」を振り返って

　今回が青年部の主催としては最後の「まつり高原」でした。コロナ禍に

より夏の開催は延期となりましたが、『中止にだけはせず盛大な花火を絶

対打ち上げる』という強い想いで、開催に向けて準備を進めてまいりました。

　その中で、日本発祥地まつりとの合同開催という形になり、記念の第１

回目のまつり全体を盛り上げることができたのは嬉しい限りです。ステー

ジイベントや出店を楽しむ姿、花火が上がった瞬間の沢山の歓声や拍手を

見ることができ、本当にまつり高原をやってよかったと思いました。

　今後は、主催が商工会となりますが、青年部が実行委員長を務め、来年

以降も皆様に笑顔と感動をお届けできるよう青年部一同頑張ってまいりま

すので、よろしくお願いします。

高原町商工会青年部

部長　脇田 樹 さん

高原町商工会青年部

部長　脇田 樹 さん
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